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論文審査の要旨（2000 字程度） 

本論文は，「Design of Supramolecular Liquid Crystals Based on Rotaxane Structure Formation and Their Phase Transition 
Behavior（ロタキサン構造形成を基盤とした超分子液晶の設計と相転移挙動）」と題して，ロタキサン構造を

特徴とする液晶分子の設計に関する研究成果が英文で記されており，全 6 章より構成されている。 
第 1 章「General Introduction（序論）」では，超分子液晶の設計やロタキサン構造を有する材料の特長について

説明するとともに，本研究の目的や意義について述べている。 
第 2 章「Design of Liquid-crystalline [2]Rotaxane Formed by an Axle Molecule as a Mesogen Core and a Ring Molecule 

as Flexible Tails（メソゲンコアとしての軸分子とフレキシブルテールとしての環状分子で形成される液晶性[2]
ロタキサンの設計）」では，液晶性発現に必要な分子構造要素を軸状分子と環状分子に分担させ，これらを使い 
[2]ロタキサンを合成している。熱物性および光学物性，構造評価から，合成した[2]ロタキサンがサーモトロピ

ック液晶となることを明らかにしている。さらに，合成した[2]ロタキサンと構造が部分的に異なる分子群の物

性と比較し，メソゲンコアとフレキシブルテールをロタキサン構造によって一体化することで，液晶性が発現

すると考察している。 
 第 3 章「Design of Liquid-crystalline [2]Pseudorotaxanes Exhibiting Thermally Sable Phase Transitions（熱的に安定

な相転移を示す液晶性[2]擬ロタキサンの設計）」では，第 2 章で見出した液晶性ロタキサンの設計を擬ロタキ

サン構造へ展開している。軸分子と環状分子を溶媒中で混合し，溶媒を除去するだけでスメクチック相由来の

構造を持つ[2]擬ロタキサンを固体として得ている。擬ロタキサンの相転移挙動を,構成する軸分子と環状分子の

構造，極性，熱物性から議論し，安定な相転移挙動を示す液晶性擬ロタキサンの設計指針を明らかにしている。 
 第 4章「Design of Liquid-crystalline Supramolecular Polymers with Rotaxane Structures by Hydrogen Bonding Formation
（水素結合導入によるロタキサン構造を有する液晶性超分子ポリマーの設計）」では，カルボン酸と水素結合形

成が可能なピリジン骨格を有する軸分子を用い，水素結合による液晶性擬ロタキサン形成プロセスを見出して

いる。カルボン酸の選択により，擬ロタキサン構造を直鎖および側鎖に導入した液晶性超分子ポリマーを合成

することに成功している。 
 第 5 章「Thermally Induced Phase Separation Behavior of Liquid-crystalline [2]Pseudorotaxanes（液晶性[2]擬ロタキ

サンの温度誘起相分離挙動）では，液晶性擬ロタキサンが，液晶相－等方相相転移挙動に加えて，等方相温度

で液－液相分離挙動を示すことを見出している。この相分離は下限臨界溶液温度型であり，分子極性が異なる

軸と環状分子を用いることで引き起こされることを明らかにしている。擬ロタキサンの相転移挙動の評価と，

軸分子と環状分子の接触法による界面・濃度勾配観察により，相分離は軸分子と環状分子の解離と再会合に起

因すると考察している。 
 第 6 章「Summary and Perspectives（総括と展望）」では，本論文で得られた研究成果を総括するとともに，今

後の課題と研究展望を述べている。 
以上を要するに本論文では，メソゲンコアとフレキシブルテールとの機能をロタキサンの軸分子と環状分子

に分離し，貫入構造を形成することで初めて液晶性を発現する超分子液晶の分子設計について述べている。こ

の設計コンセプトは，ロタキサンに加えて，軸分子と環状分子を混合するだけで形成できる擬ロタキサン，な

らびに分子間水素結合を活用した超分子ポリマーなど，幅広い様式のロタキサン構造に適用できることを示し

ている。さらに，分子極性の異なる分子部品で形成した擬ロタキサンが，液－液相分離を示す超分子液晶であ

ることを見出している。ロタキサン構造を有する新たな超分子液晶の設計により，ロタキサン分子と液晶の高

次構造とを複合化した新たな機能性材料の創出を可能にしていることから，工学上貢献するところが大きい。

したがって本論文は，博士（工学）の学位論文として十分な価値があるものと認められる。 

注意：「論文審査の要旨及び審査員」は、東工大リサーチリポジトリ（T2R2）にてインターネット公表されますので、公表可能な範囲の内容

で作成してください。 


